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－ 129 － 
香川県へ進出してきた。こうした県外資本は、折からのうどんブームを受けて全国に進出を果
たしているが、このような県外資本を利用する県内資本はまだまだごく一部に過ぎない。また
県内で成功した企業は県外に出て行ってしまうという問題もある。 
 
４．これからの地元信用金庫の役割 
本州と四国を結ぶ三つの連絡橋の出現によって、本州に人物金が吸い上げられる所謂スト
ロー効果があるのではないかと心配されてきたわけだが、むしろ県外流出．高齢化社会という
この地域の問題が、より根本的な要因と思える。これに対応すべく、高松信用金庫は．ビジネ
スマッチングを地道に行うことを通じて、地域金融機関の役割をはたしたいと考える。また、
信用金庫の全国ネットワークを利用して全国から人を集めることも行いたい。 
本来信用金庫は地域から逃げられない。同じ香川県でも百十四銀行（地銀）、香川銀行（第 2
地銀）等は、本店は高松においているが営業エリアは、香川県にとどまらず、岡山、大阪、愛
知県、東京都、福岡県等全国に散らばっている。これに比べて信用金庫は定款により営業エリ
アを香川県に限定されてしまっている。従って地域とともに生き、地域と一蓮托生である。今
後とも地域の発展のために地場産業、地場企業を大切に育てながら地道に努力を続けたい。 
